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Distrlct 01 Co[~mbia v. Heller， 12喜S.Ct. 2783 (2008) 

一一合衆国憲法第2修正か'銃の保持を個人の権利とLて保障しているとした判

決一一一

アメ，);I";{;:;'民l五がお社会で3めるとい;のは人 lにIJ'i'i足する搭:半ごあるつ ?-ーの

象芝生と u て{'r-;~(:憲法第三修 I卜')う人民による武認の ;!.I~t'f にノし:， 'c :ntu:' L. T '.、

るこ F もまとしは~!工m:~ され勺が、同長宅いかlh主判例は情ノ).....-eあったとめ、

その弱f戸はしうヲしも判H~ではなカ戸 7二コしか 1 、 7門/:-:γ特別I，-.{"_fY4'部門シ

内法所持+Jl市1;，:1汁二院する、 2008年6尽の D.C.V. Ilf~l t' τ 

判;止は、告書 2 修正が銃所持合制ノヘの権利~: ~.て保持 L-o 、る!守、初めて Aj;百 L

/:ο かか久五まず'1を行つヰ:ti;:;c-c-あ之こトから、ここ F紹介す4ヘ

ン1ン !J、下白 1).1

{主要料室l

き:12 f:年Ifしパ刈ノf¥が銃子保持，-;:，惨事l争保陪 d てい心一

2 かかる権宇"I.lm. iIt:J約ではなく、広域、つに行われてきた柑市首jを械産するも
のさはと1.， 1e 

J 本 ;";-IHの視主!I:土違憲な現行'1に当fξ

~).S. CmST. an刊 d.11 !¥更はある民兵(止、再開な河辺ごの安主:とって必要で

あやから、 J、只ポバ器を保持 ?6f~云 lは、慢してはならなし。は附，時

ulz令。dMilj~ia. beil1(! nfCεssary to tトp叉ecLl r，←yofafreeえta←e.~h f' ri;，:h会 oftl、f

[)l'OIJ!C ~I) kCl'p ;;m、l以出J¥n;ts.:s1出11IIυ~)(' îdrî"t~cd.)ì 

Iti止、ふ()~ロ 30G)1344 1 '7 J 



J晃Jと渋干1)例制|究

i事案1
Dじ J去¥"'.学長;のl苛時三♂'JI:JJとして主主If.I ているコホ;世主主ジ〉銃認の務千百 Iま禁

;:され、学読の登録は~，~，</; t:-， i tこいない ま人、 ~in:( ヂ学設のJ需品:ìよ芸;:さ jt

るが、警察(ユ期限 l年の俣市計 Jj":(;-発 FゐごとカγEきる， ，ヤJ六所だしている

説につし 4ては、分聖子ずるか、可申丸をj主さ取るか

管しなけ才1】まなっttV:. ~ 

!， 1)ガリ クミ子をitL1保

llf:iler は警察Iヰごめ討議中 cワ挙鋭的 lf，帝 é~ 認められて....'，丈トj'Cむのi/cß)

保持をさとめて ~!f I'Jを巾詰Lたが拒存されたコでこで 110;:'¥:と1は、持つ係正に燕

ついてこれらのt/，q，打差 ，11めを求めて出訴した仁

{法廷意見l

Sraliι 秋量。 R()~e了 ls 、 正マ叶n刊〉¥ Thulれ口、 Alilo同認。

おソ彬止のA段1士役会'rlJ)r-:批を刀てすが、|以京は Lてv ないr

弘、l閉め降格に ~I({ ç-)しと f瓦~J.:のヌ~2 解釈によれば、二ず， "Ule HigllL d [11(-' 

Pεοっ](-" こは旬ノヘ V)様相ごあることをボオサまえ、 八rn:s と:ょ出、~，'午 般をJ行

L 、i事上力主器いF完全されな，，-'"さ ιい、 bぜ，1"ApTls" レ!手、Jl{器内議'吊

校ぞはなく、暴心的えす決のために武誌を持伝子育 d るてこを ':~:i寸が 民兵として

lつ筏級H~;;~ 拘に IJ，定討しるものと 1-'. ない v

中11以来のつ+"')ス、及-u耕民;也府代の fメ1)7;の経教;照ら宇ニ、武認許

保有するこレは 11~: 人の栓手u して鋭~以守から認読されてきム L 、持、誌はその

ような権禾をffJf~~- にいるコ

ポ伐のも ")¥1 i! itiζ!?!iよ全 Cのけ慢で j式社長ん帯rY♂ゐこ rのごさるりjてこ1'i旨し

ており、 "St~t守"は「ぅ 1，;の意 f人 1 手限定き 7つなし。 日i，'+-':t:i円白う芯示サーが、「枠

内月自主"しと笠i立を主ノーするぜのではない ，~!えムL i\~!こおし ιどはむしろ、 l:.iitr.ヘJ

fi 抵の日前が重要であった :~1 Z修:を氏只としての情p;Ij!'，: r巧4るものと L';:

，J)み誠心ニ:は、 i主手 J~えたがX~モヰイ世待ーする楼守t:l，--f;]:~ょしてし，6!)ト、背)jI"t'

寸t二

町 ω3

A well rεgu'aムぞdリ l:ti:o" beI可;ηeC'E'只sarv¥:0 ムηぞ Sぞに IIcItv 01' 之 f，行eStaムぞ

卜同じυ 汁丈で~;“コret2.~O ，\" cL:;日正!と戸!ff'，'Cいるコ

， J')、

!Iw r:ど"hlof Lfw !H'(川1(-'LI) ~，;e;-;p afl(] lJt'ar ~\f'fI汽 1 メ;(l ll .り;)i-'ill:"I';ll.k;pd:' ，l'J，lて

n! 1: =1':;文 ci土‘ ο:、円 :-:~i¥'C:' cl山間"とな:よれている ι

~::: '1'字00:，/'治)5)自41 14らj



キIJ何:iリI立

同時期にほ択されに川二法、そのf迂の注釈、判W:i士もこの前釈を文行オ-L

刻字主解放運動にi羽連仁て巨許のための武装幻権担が説かれ、南北校卒後も黒人

l二対ヲる止l:社長のもに民ク〕禁;:が問題と Lて当、識されて'，，'，l七}
i主判長官，i<tの関連コ決もい AJ)惨干1:，!-;: LてのJI[堺ぇtるものではない、反

対古立しつ1f~f思 7 る[\，，1i: 1ぞf 判決4も専 h規制される5t器内秘書良こ依拠しと判祈れ

あり、民よてにI羽ilf~..-た情的方、 i1pか :~I巧 f手ない内

-ij~ 人 j)f蓄利}- 1__ 'C ~，う I~t~i下，:y f;]~~~J- -J ふ権fl~I i -!J;. it:j ~r0-Cはな L 本判決は法三怯

三円保障の範囲を検討す'-"ものではないが、武器を隠L誌っこlの暗号J、j:J.c:県

与や持株隆士省いよる、あるいは{了民心政府I-J告''ti配ポゴ幻想求される

!問 n日じ\J f な-~ ;-~.;-~fr における火湾内所持山禁;、火器(フ取り i におけゐ誌f牛等

の荒市iJUJJ f-sfムifdEa;;な荒市IJI:.~ 疑問を投 J向、けのものではなしι

5再つ侭正の1吾=iiが及:;;.;:;乃は、 F その時々に H~， 1 る 枝問'0:.とりrr，n:O:: II日記

the ':i;neノ武器に il、hれ、 l段険で r.:，常な弐25 川之n肝 rot1ヌ andL1立USl1之l

W出 1山 11':>/J にはNz:，;rな v、つ

耳川、殺におい仁平安な共誌の忍'-'拍訟約九れるとヲ f.~. i'よお 前段~: fá~黙の五球

が生じ Q ニシ lよ在るかも長:1れないが、 このこ Lが惟干n一ついとの惇釈を従じる
ごとはなし九

日衛門池小"が第 d答l三円中核心lよあり、ア，--1， 1] ;!"' :_こお!γご尽く ftfまfて"'る

会一統といぺ 1ft訴合自宅L保持L、巨宅と r京佐カド;}J売のため?使用宇佐〉二」合禁

乙るこトL!、辛存共司王の凶作!j :"~ 7うーかわらず合忘〉はなり y誌ない3

本件 D.C.i去ほと厳格士抑制は庇史的にも仇にない D.C. !~;j ii 胞の弐~~~;~~，

，'<!;t:-， it"CI，、ゐよヰる i'弘、治主主じ日 i~rの式 ~H: ~してヴメ;) }，人の最も好むものご

あり、 こ才 :;::-Jt全h実告にゐことはできなL 不i午DC:六が保営中の続本使用

不[;，白iaにするよう;Xめているナ、ιつv、て也、 '1 常n こ 1史←~ -I~- さない止するも σ) ど

か行法王宮乙あるつ

?と本市;土 ~-l 可申J慌につL ては j~: 'iむ cl~ なかうた l II (--11 e;に対 Lて許可が，)

X ;:)れれ!.f款問(レ 1 ては|分であZ刀1ら、許ilJf年J変仁川，-c:_:u合pJ1_ な、ヘ

I -:::lli~ed S:"it円 v.:¥Lb;rろ0/"(1九 1'/:11，19;-;9 

， cAJももとゼじl:tピ グ〉茶 _~_fJお土木{乍判示刀、つ仏己主み攻九なし ι刀\これは \Iill日

判渋からの0:，4-]であ川、そ L て 'd:ll E' 1 判決では}わえ百はよλ~- ~~、招集町内主で

使われているコ

l : .ô. ~J J Iti止、ふ()~ロ 3(4)f34? 
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[Stevens反対意見l

:::OLlte!. l~insbet 更、 B!.eye， [-;:;1 E，月リ
独立期の人々の司七、:~tR兵制 1えにあっょの

向洋」や JTl;~. ，!-:: 1，.'った 1むの円台-~.f:~'治 2 修了F じはな u、ことは、同時期の刊号、ýf; :. 

U，含まれといる.::..，，'土対山をなすれ弟ヲ降ι 前段\，~t ~t寸;ミぴJEEζをぎする

101 [~he ;JeUple" の文言b ぇ只以外の J~/テ y ス、に 1守系 1:;;_'拡大 J'.c ，のc.
.. -1" 1 、
'" '..1: .~ '" 

J ピリス(1)権手-興はアメリ主主:E1iのそれ llz異なる阿心の Iで採択され

プ 3 もりて~. A己~:)し、判長に|荷主主おける|以';Ë /;:!j はなし勺

;r:~ 2 修，1 採択fググ)'IT'j況は、 IYI係ないか、むしろ氏冗耐を又!~-t- る口

I相北主¥;辛伎の立法は限定きれぐ重要性しかどrたなLぺ、主犬、 l主主人 :1 Rよ与の

a主主解除の問題を取りshていよ
独立矧じっ市ij'lF'.法 L 之才 i工、弐~~;(!)保持はむしん託務であ♂プ言、

1 ~:Ittt 品J の ~'-r~ ;J~ゲによ中峰、可~ 2停止はsC25を咋、J寺寸る維が[;:-~ピ if え C ;flらず、

禁JI-(1)十円宛人も述T;，~:長会ごある 3

;?，(l世紀い入ってかムの5主張市l立thfj勾比内Jん士Jもそけずに成立してしる J';)[

知市ijiこ炉{ て;~\ 2修Iiに基づ1ぺ三主任ジjて十1張がでfミな， ，三こ;立、確¥7_I ており宍

識なさ Ibク〉εあった J リ"何卒j渋{上民兵とコi民兵の区別 iこ葺i九、てτさジした

ものと L、そこではと :ítで法廷意見の牧副~， l 資料が取し検rî~'ìjヨみである

法f三志伝(よテダスト!-Jf' :t~ :"~某づかず、;，lii立'_ l:---;o"解を7窒Lて析にな権利を

I?fijjし、，Ii去者ウ利用"1時な政認の選択肢を等って， ，るリ

[Breyer反対意見l

Ste¥.'t2-nヌ ::iOl:te人件i:'sbergI日I!~，'~J" i 

日二ププ?の巨砕 f--i.2¥1 (合&仁、銃芳~ih'ìj!主同氏抗時代かりなきれてえた。

;"j.-f-=i:/) 干 ~K-:~ る厳格辞~，t 法廷主、克は持 11; していない η また，UL鋭切に関連L

t:if江町内示，益は11;-R: (/) tj..命l安全等のやむにや主れぬ示:J主さであるう、ら、庄論 l

: :ni:ed お「三 I-(o~ v. Cru i:.:ちi三nk，921.1お七 2、!日';'(-)i: ;)t' e~ O;: (-'1 、 IIli' ，(j i 只， 1161 .1行

2う2iJ886i 

7買lイJ:j，~J-:i.ìJ向調する EZ判 Hの沼色町)が同 であ打、主哲的には、怯手じ刊}

許される規制(1)続1キli コ? 亡うJ"，'U執笠されたものと詩人台よいだろう、

1己が 00:，/' 3()3)自41 ~ 15uJ 
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のトWd;~詐 TI二某 i草のj車工EF 恥.l T も、ミ(1主的には士富市';:"'1，もとよ:す負担についぐ円

相誌の八7〆スそ蒋査9る平といなるつかかる和ヰの八7ンン J グ蒋査を:r:，用

オベさ Pあゐ L，そうしよー先刈もあゐ}この場合、一院に立Jム戸;の宍:析b尊重

サーべきであふが、市終自でな判t'，TI止ま)'.+I;[1.iが k 仁

t，t引 l託行Lついては判|靖しなし ι 保管条件規事Jについて(幻誌の例外を括的

17るの台、 ょっ」憲法判断をドJ~理 4 ベヌじあるご法廷意Elz 雨天地問の規出十:こ

ハ v ては以ノJ'C'ワ山戸~TO)仔:J ，，)7ト?説ムよるみながら、ポj)じ υ、につし冶てはそう L

-("¥"、なしも。

主ァブせされについては、 まヲ不刊棋i出Ii主♂:J(当陀.11;，.:-Fは在円 J、況に片告らヲ去、

日し政府がだU¥1J4うと I〆ていふ討に」る重大な叫害とい"問読め下子拘が認

められる L、;うかる荒高'J!立をt呆 Eせではない:~ Ci)匹、古らのお摘仁つい τはで jL 

七政枯注定iiiLi士吉正乃持':)-".Li士t!(平。一委ねられる。

おけ正止の l自oC!):人j 、却さある上'Ç.~ーの確保、狩j且等ク〉レク 1) _1> シで〆;ニコ

ν ては、 ぶ!午 I~品↑ずによご持 1こ-ljt:;科i;ろ: (~~ない二

は洋子医 ~~につい亡は影響ート止は -9-!..: 1，叶るが、;r~YJ1; ~甘さ 'J主的ナザ:ci)(TtCJ] 

没はなく、また不均衡な ~t宣 1 ま C はいえない日目的:一台1'):した幌町j-cあるし、

ぞも子も日前iifj(jといろのは /g目的な iifj(jである c 独守周V')ブ円ンワイアと例

代的却下ヲ乙では生活の品川方がデでなるυ独立期当時も却下ヲでは規制Jがあったし、

当時、李銃は ;t~)'ユ弓ーな式認ではなかハ会， RM警な基ヰのイ吋は~~訟や:;H< 
法笠巴五の3言語iJ俣f)0，1Jす{#tn8/:し、 1胃{し、の世田;"~_-c もイ、 l並日 J 手法ど!，-

{若干のコメント}

A 胃震で触れた':31:}、号~2 修If !'ついては ζ} 例向停が:むなヘ、その，~;ニ予三につ

いてl>jゴし人最高誌による判判決はなかっと f 紋 t~: :j:;~月 i/-7... G"多数説において

(手、 I司会去lz河内氏只にI到する全項ずあるとの理解が般的だ「たと言)JうM

他方 マ〈りつ7におけるがUのイム抗争主十H<j-，6全米勺 fフル協た(川↑iO:iZ: l~;fle 

Ass山 l凶守μliο山コT : イ代t戸 f叉ミ fれLJ心斗f銃完所;持;fj排詑釘i説弘同イ咋十

J頃良が権千刊lリjど V てE訂記::.μヌめ〉亡いる止主張レてJさ3た円方京て半将E己決是hは土、 この論点をめぐ J 亡、

淳司，J;i"当裁がv ぶ v よ判断をトじた、 200'7 -08年度同迂刻。〉誌重委判 ;;，~-{j) ，←1 

3 この内也，.閣する円イベ今 C~IJ)崎北 i: ~.ご、富t'主;作 r~全出主主主'民共 i:k-iJ之

市j f7持;.，-で是-:i:!d予if雲寺 完の読み jJl l、同和室、却02年)挙日ヨ…

l5: J Iti止、ふ()~ロ 30 つ )1340
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である門

事支111官の蹟治れからにて、弐帯保時そi佐人の惇利と Lご認めた で、規制の

余地や広めに残方、Jν、う辺りが混と L所パろう l思われんがははそれに百?っ

J令市11，;千伊ごしえゐ。

それでは ~， ff"主レ LてU~:うか l 肘ぇ;ご、 ~Z ゴ理子 4t 土いつ点で U: Ste¥'ens反

対意見のはスが三:i，1~- 的/;:: 1うに読むが、ミ後グ)返り1のit[t1へのまE伐としそ内i'(了

}立法廷8:_f'~C)以 l (~j b':; }J がある、としつりがさま~.，))全般的な評伝 rある l

第 7修正円筒:，1えは;:'j，-口体がR前向イ、明確な条J8であり 同校のものは合11'、

占憲法lヘ↑主lあまり克当た円台い η 法廷意見はこれを実質日江lか文化 にし

ま勺たわけだが、ふれを;--4;-:.ま抗日目出足町景河川ほ与も (J'R.代的ゴ/子ケス

ト!，-IWらオ川第 2柊1t主体をi主:丈化古今肝不日で}土あ〆町、 I i:t文iつあらし0る文

己がき R こを民，~)べき J グ〉解釈l車[l!li間らザ(工、いヂれの見解も:tL: -j;-:::-古主で

はある斗

I:L Î'士主玉 G 乱、 J]j~';，:;;-見G')双方に、解釈の住民?こも?れがあるよ川こ恒受げられ

Z_ 1(1 
W サ

法主主出:七を構成LJこ諸裁判同は、普辻、円十法の rtJ:，~-:を強調ずるわけであるが、

今凶はぞちらの1引が19-)UAL!における封ι叫を強調 て， ，る内
これに対 1 、ノ「缶反対さ五に ~F~l ~;た諸説ま:.! 'i:~' iよ“j;VllIg<-り11::;1: l~11' 川ヲィ5

;:; /， ~:強調ずゐこ J が各しわけだノ子、そろ ~.l 裁申J 't~:~ 元??ら独占剥 L 焦占合作

わナ、その後円以開をあま"るほ どいないο 「生けく』忘aしの考え方を 買
さ士るのならば、 i足」条項しつ採打、当初は悩人の接手l'としては認めふれごいな

かっとどしても巴その伐の笠吏によ..てそのよう l二理解されゐよ Ii主つんも

とt.~! J fi!E t1.が同かれωはr-czちも。例主(ま Arilalは、 J!11;)JtA ~，手おける号~ 2，{1妻
ょこ()主義てl-.C~幻の|者連を強制する 方 C、 第H修止十毛布て吋却をきめ川9

世紀をρfjI ご 権利のドーン口、自日公 1 、 L 日夕え ~B{)'~m惇ふ!?黒に 他人の

権，f.ljcl~ L， ，( <1) 1武装η在記念がJ士まっ CいfこJ会出J者L亡いる 1 かかふ_~1:理

i 第 ;'1 係正の午~，:，: ~証. r，l~除粂〕耳打ように、寛賞片\:"'i~)eヒしと条」玄なん i也 iこも品

ヲ
<1、

!: Sec 1<ぜvan. ~;iぜ^εL 1)('(1(/ 01" Ahve: Originali幻Ji(，バ Pvj川何rCOlrs!i!nμ例目!1sm;'i! 
→ιler， 122 H ，~，"νi む''.'. ~g~ (2(1(!ぶi

I Aj~H[L R三EDA1dA，.:.口EBILL CF R，(社口 C"":EArt川 A_'1心 RE印れTliJ I l' T: 日 1~1998)
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九?にi主')，lすれは、 l日告より hーごと;jζ忘法こそが主主採点の1，;，人権刊をよー片する

ほずであとニそう持~ :. I:~ ば) ~二!可主主士の/)\ と'，.'与野間カず乙!..-~るー

C 他方、 J人足当、見における歴史への依j~の仕方も。胡切なのか ι jいう感も

t ツ
ζり/サー

じ l そも 7- も、法判尉:~)るその権威をllてニのような将一己f 史を芸 \Jこト I': !j，が、

ある峰、公定山鹿 iと在書く、といぶ廿品に見去るが そ tl.(~~: i-frJな尽の?あろ

う;う= /世u小笠吏0)見方;土羽1p.iなる地f.iにすノのかl もっノ慎主であついいの

F はなし 4点、

C. ? より異体的とよtf:史(/)見方Jニフいてだが、法廷寄見は社史的検討のうj相

そ権平1';::;-異からま白め品、;;;:..こではチ;.-..レズ Z-jtl¥ 三ェ ムノ(Zjそによる政敗

。)illいおと v ヲ'-p土たる院'L、('，ありた ここでは、 封注自Sr:Jflニ{人 vけ包H壬政型

ヱ権、出世 vs近せハっ対抗が」窪であ，-，，).，

〆1.i1ブ7独立期Lおv、ては 告数派が牛斗る渓光政:P(l)常備軍1二二る人氏の

1'11戸二をIH組織がギ市'1寸る、 とい 1 情 l必が官、~L されにつ三三亡は、執行栓'市

借単Ii主兵手合む vs:-;.:反 抗 V)軍主動員・ ρ民単('i宣JJi{'， i~-II!. ¥'川口、とい

う対抗が上窪であるの

，-，、、 1ワロンーf イ γ在プfむ} 領域 w 品1代主主JZ口市、頑び〉男xる地域干l会

v ~~濯人とは会ーた二ともないマパード、ゴLft V~~ 現代といっ吋抗がある v

法廷意見の[[7.:描I;:j:~'容う 1 迫力があ。 J) 打が、そl"ぞれの T ~~O ノ ドじっ問

Lはえレがあふの手はな治ろフかっ中世近せ 近代 ~cW_ ，;\ ，~いっ{止相の 7';"" を、

平士!:i:，こ法廷意匠のよう l 貫したものとし」狛写4るここがで 3るのか、疑問

I1τ手Eλ 〈プるん1年なしh

仁 :¥. k(主権手If_~(~右右議誌の出発占ド携 'n! こよ Jム あ品位の l ';J二 存

小石結する l

~~~I五帯手，~典の河♂l 、:王、 H存が反村自立な政日正式'武弘解除4るーとを;方ぐこと

にあっ.;".ミニ C"iJ:危険}立干砕からベ)J.Jくる

↑胞五、五判段~ d.白詳のために武謀本 i干狩，，;;，t存利そ認めかわけHβ言、 この場

Scc e.};. Ct'::~. V e.しT:I:):，Cυlle貯九千日 ~l. 5:i6 7.: 討 356 つω6，)異なった~，)::

叫，}升に%~コ， ，ピ法廷意見レ反対意司小反対的結論に刈達1 山 mtil!i'L'-'.Wr:"~lCe 

、T 守~.， S39 U.S 三三8(2CC3，: :u:h sowεns v. 出、1，.，.にk.478 U.S ょ86U986) 

Sl'e ulsu Sλul (り rne~l ， On'gιημ!iSIJl OJ1 F;ial: Thl' !---'~e nHd ¥1，ιiS!' o( 1-list引 )'ιft

D阻みric~ of Collm.bia V. HeJler. ()リ O己↓()S，. L l GSS (2以;8)

l; 53J Iti止、ふ()~ロ 30Cl)1328 
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ι 
口、 口昨fグ〉対象/ム:ω Ii'l機!，l(こかi也からおノてく ζ』 計~4者かム:X:iれな v 、 L 、

W;'!+曹');物かも先:れないし、独τヲ期であれば先件氏かもjJIれなu し、外"1かもん→
zないι

ヲ:1'守主禾い点:典自守コシピブ;、:従え:工、執行権 L 十i~'-rる若こ」之が、 j【主誌の格手1

を括的 lうれるべき出村レいう.::..i~_ :'なる そうどレすれば 思考案~~そしつため

に +Mj~訂するわ I} だ抗 、最もおく 11f利を保|苧きれ L べ êd~fi'索戸政.TI"に敵対

オゐァロ"スト、というこ cl~ なる(1)'とはなかろうカ 1') i抵民権

本判決(~:、者三 2 修正の権利の保訟は 1)去を泣{する、口{二ある"又

(]aw三cj]fl111g，res;-_，川 n~lble ci~izen計':)，のみ及ぶ i' さ:!'~てし、る M 、

ヂ「刀、h ヲると干z虫、と v うよ三に 4り、な七、

ニ。).:-1 ;.，--r-= 

(:，) 独力識のアロンテノアヴ)川、況を;己LEL亡しはお第 2柊止が， }H f- I~ ，つ f;1)市

8t止 1古に品甘しわるのか、(レい I疑問はl1，町引もtzfγ':LTいる。

この緊張(立法廷烹毘も訴前し、いないもグ〉では士いr 告兎じり土足!d:

誌がl互におけるお開訟は山政判所も司、却すゐと三ろであり、読め所有の禁

11 ;~{熊次第 J なることや信ずる年どの法廷llt-~- ~ぎによ〆て提起 ~:L/ 、 ;ï，~念

を再挙μ受L一止めるものεあるつ 我らが可i山lsが手えが匡尽力3すり「あ

り、占ヰ;震に引11'事きれた寄与f隊が個人的究会芯従ilt~~、そ L て銃による暴け

が深雪Jな問題であるそi会においし第三修正は時代長れとあると写える

人々元九 hゐこ Jは恋迫'，，'，な t、 このこ Jは恐i:;~議論の余地があゐであY

)九人説;舎の土地なさこ川之、第ヌf幸正の出絶を Errjlt之:こ).:正当衣料所

。〉役割ではない、という干とである

かつて連邦議尖/，'';"D，C. k 冶原されゐ決H引よ L~_ -i~I.?:1;;して 1，げ‘可Eu玉、地hfis 

)，'身り読MU) 貸出ι:~1'1専られず銃規事J法ï:';通 lうなかっと1) ι が立法ぴ) 1)立tl:

を確τ'71 _て主す T?った作安の つが本件ウ法であうたこ L、ム、 1，本件の結訟は、

初干f ど "~jキ:~ <1)杓可珪~Ycl)1利鮮さん f手さにもカかわらづ\.)~ 1，、う夜|勾むあふ

" 11叫h:r..'i叫m，128日仁:，.a~_ 2821 

4ある l、、は英同三主計 ::Fk:_'_ :0ついて泣i士た「だのは1"1'1，1'11からT屑Lない、

トいヮこノかG 訟の支両こ?

HPl!，)) 悩 t1'(I..128 ~;五t. at 2822 

'i f) i~i j'ir: 1)[ lο1己1'IbiaSE'lf-(τ(lver': rIIt'口、日fldτjVt'rTl:flt'lll，!lT?f¥Jq.!;引1ヌど1I(l:' /¥c: 
? L. 9:':: 19お討 S:.，"t.'T//~. D. C. Codr-: H:口11iY!SSU日:~ri い

~::: '1'字00:，/'判91自37 ~ 154J 
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同JりにLていふもグ)iいえるかも主uしなL10

しかし平内占、 B:引ぞγ の4比111も弱い -JJでゴリオUノ)Jう!訂，.')1雪しをカずら、

他方 C~ 以:!:!1iJ:乃人々 も都市に;f3'.'，ご jj'~封切l/K ν ご'，，'，/:.:Jと議仁るの主士、"識と

迂ltとの差異?羽司 t;，むのが、共下王位?羽司 t;，むのヴ¥媛岐lなってしまい、

1 :ら主張を弱めて Lまっている l

D 具体的と伝誇筑珂についてであるが、法廷意J'U;、第Z修正，7)深草範|時lz

'N.I弘正むはなく I f;-iたな円的 CI)r'めに進法縞持品品市中てに主っ E向型此にf;]:

有された ly;)i，ι1:; plJ~"どられ b、 L.，: w-!.c; bióll ，<; :lizells rじr己wblp~; 了pυses.: l!"'¥ 

;FJこのみN.ひl\i 汁 C('(つけ f~fのために 7 メ)刀人的喜以~- ~:)最も J-; 三『ラ)

コ武出 ~~he Elf)sl [J¥;ジuiar¥¥山判11，，:ho:-)('IIりも A'Il(-}rio.:a;2Sl()l" self-Jef('，;se ;;2 ~he 

lllHll町、Jを禁11してはなムない附ど tる

これに討して R問町市反対き見 L~ かかる椛念の不r:ll，~きを批判する

刊はま理解できるが、あまり自りを対い〉な 1，'，

というのも、 if(昨主に|際災 j ごC'¥よ育前t民と[しJ

ニ (!)tl~

ご+把~j握醤 ζ いるわ lけj/どhい守汚カが;、法廷主主におい亡は.，，:'-0)よごJなものとし亡iょ抜われ

ていないの民活斗はいお，)るこれらの判示は、機能的なものシしてでばむ

主問:を代りたものと J て抜われているコ二グ〉よろに言われて凶身(外託I を J

メーιで主毛布¥1:、 iJ、f王立Eが附に?さちる J 安市るにアえ 1);l]人の;;:に対する

伝 f[Ji 均す ~II I二きれているのであり、 ;~，--，r' l~ も日語イじさ x な 1 かかる丈吃前

('011刊 IltlOη ぷ 135、?)輸入きれてし、る n

むよハて、何IJ)はダフラ)プノブヤ規制したと!ても苦ら、 (;u憲と?tcるであ

一

ψlド

，-) <) 

1': 大統恒産拾の選挙戦の設中し、論争自守な立し烹ドついて22I7lFtし、 l訴芯j京十j

上げ、引析を Fしと もっ土も、共和党ん統治候補一行あった 7今イ/のみなり

す、i-í時氏寸で党の大W::íi引で悼の品;名を ~'I- <~ていたオパγ も、本川決グ〉結誌をお9

i)f'~~ -<J見井:;7e'長叫 Lこい;;:， 2(1，)

f!rftιYふI-lI:rα，1?8 S. C:.. ë.~ ::~ðI6 

む ld.atワ818

(( };]a!oney. S11.]川 nじle3C 〆N':'l去によるヌノテてクグ)規制)

L;II【1:-:Gtぞ(-'11;iUlIS('" J 11:-;:くl-S，f-?:ihl日 j--iJ， I':nr!ur，:.;l' Pn以nJ己1Ri!.(i' ~_(， 0¥¥，;' GW' 

K可 TιlEes，JU11e 27. 2(λ唱

l; 5SJ 也伝子山(台叩8)132ち
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最高裁が'C';~;'去 の従事Jょしての認保持を!f:認'-/:ニレ台、不判決iJ保守派収

の Roe，:. ¥V2dぞ1::決 tのd うな位置づけになるよう l苓x_~\ i~_ る ~2 そうなる

1，怯;fl~J やめ、右主、設状況が入り認んじ/る J予2tむさる 方的怯干l'や

説話 LてJ什右の格釆j争折設しないとしうのは、ィ、u能なボジンヨ〆ではながろ

与が、かなり付:l:.~つな社2巴司壁土汁(，~1i<f:i:! L， i三土1ft!なっさるを得ないかム、止当

イ[，のハ ドJνはふす'"メj ~ 1 

木fh.t廷立克己刻ノ予断に最高IJC，)余地 ~J-.t 1__ こおり ι ユ:[器開起}~ 1__ 'C は ~rL 1~ <1) 

銃規制が さ持に流到IrfとすべJ い"こ，~: itなLだろう。 Lかし、 r{vE'判決後円

J絶問2互の辰湖(:.:8.せらして品川νlf、日じけ体も台め各池のIl!Z;t;:i土、 J可能合、規

制うど求めて諸々の続誌を湾出していくのだみう、ふして矛才Lらが詐訟で'f"1われ

とし.(ことじな品川

~I fi'oe v. ¥Va(;p. /110 U.S. ;1:) (19丸、女I:'i:が妊娠中絶，i>，受伊Jることそ第 4修

f'ユー ブ「すセス:たよ貝「の場flとしと承認一

-:~2 ふ et 仁(j SS Iマ Sllll叫ゼ 11.S，;c(!nd AJnn，dmenl :v/il1imaiωn:: [[ぜ11"， !IδbnS'NじId..1フフ
ニ'¥:-;¥'.1.IU、ワ4民 lゾ日日目1

出玄，-.'.~たうな1 :二あがる阿1，の時 ~;"C!土、む L ろ、ニ号 J f: 内を巨越して~l(lll' 

判渋の維j:.J，-仁関心.'I"~~'F 引 リベラ}~， 0)イ市刀ム主主 2終止の明人権的理解rついと

1支柱自守 h 議論が徒出ベれていた :::'2n:uιdLevi ，~sG 江 l'O:lnlell~. Yhe ErJ:ba1Ta.S 

St叫~- .')'ec州 μ4川内dlJ:刊"出)¥へ l.， J. 6:ji ω引がそ t勺院矢どされる .)e!

tUSO C2.d 1'. BOg'J~. Th" Histoりi川 ldP()liti('~' o(.¥'ρ，'ond /11)1什;dm，'M，S'-!ioiars!Jit.' A 

PrIl刀打， ;-'(-i (、JlJ. -KS~:T 1... ;([¥;. :1 、2000:'
バも とも、己主"出亡きている主41虫干営からの論Fには、本文とおっ出 I f" 上
ういl1ell訂対決を Rt陀判決{レパラレレ-{-よ出日~，1つつ、説者を iもJ批判「句、

lいうもらハがある口同ち、 h'oe判決何?すれ二、注i-f;上イ¥d会'1ーな権利をあι::1"百っ

て J ま仁だ、ロ法語性:干~.~\自fJ な j:J決だ、とコ Rich2Xd A. ?じsner， hιDc{ense 0( 

iJIυS~'YWSS ， TJu :Vcn; fl'eþH日以勺 I~ 1Iぶ '-1. 200LヘJ.;;;'-;1 vic-.' ¥¥'ilkiflsfリ1m.or (;;ms， 

4ρο11凶 nsαndt/u r“γ川 '.-:fingR“!pο(LιU:. 9!) Va. L. Re ν2::.3 ''}印:り).S';;ρ(rtS!l 

，1， d日ηIr.ipL'.k， R:lli:¥gυ¥ Gur:s fliじihf<eb:!ke Ti'，りT:l ~J;e Ri支トl."J.Y. Ti川es.Ot< 

20.2C尺市 Po:;:net ベ~ ¥¥; ，1k，n:;:on ~~いコた Hぜた法曹の"'"議が He;let 綻 i;ミを"，1 決

法令干Tご生ある 主以前釈方tとにつし c0)、日珪議自り、生っ 1-11 えば]W~古溝:\1:1

日t な守羽田宇治日可~ Q の小、あ匂 t..(j、 r ，'/トプットのす(主主jへさテ重認寸る、宇!
?、的保守グ〉LJ坊を強調寸るのか、 ιいつ分岐rある A

1πDCロil京の償十岳会故市jt!c有しているシカずを初め、 日ト池てお現に五年訟と/d::

~::: '1'字00:，/'判i)自3:5 ~ 150J 
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1;-..;三のJi(r;tjιこおいご以、 本判決が「白骨:f':拘C"JJ;)[苦手を保片丁'，'こJの権手l'

f主をiEめ7とごとそ、 と干まで強¥?主も J少がポ -f;/トとな'"だλ うー問主:工、あ

￡丙の条例 I1τ丙内の ~~~tを空究におけ￡品Stc: ú'ラ j露骨;-~禁じよー土台 fyl二。 I 日衛門前

'刀、 "iJ ごょ主草子 iCj長宇るのιcつ'ろうか。

討する規制の合法むを広めかして(れ、る:~);.

応、法廷告、~:~i土式詳の俣市!

仮に公Jt:~-:rむ]における銃の携帯の規制会百午芦れるとすると、本1'J決の 11:示 t

砲の7Z表 l して;土 I~'--G h(、inf'J <1)問 ~lFれが主君吐~~--+すっこ Jになる これは

湾 d裕正川内阿;m-ii下前(レも申なり、さらにはブヲ fパろ 'i)苅垣系ヘシヨな J

ぐいヘニ i' に在る 2乙本判決法廷烹兎の携江主民はその iTf 古~'~:l を誌設ぜているだ

みつ刀、。

寸や木1'1ーは7主判:主耗;出たる D.C.，-かかる事科ごあるから、さ九 2修止が直接;由

民連(レ在る。 11'1ぃ!t1r)る惟利 tレして稲入フ認されるかじi.."，でく?と併されて、なしh

J主l二五三号昆じっ判不べJjJ口ぴ::i置さ)"う jる1，、編入を認める レを反めかL亡l土

て1しについとは、泣い将来サニ下想主れる最出裁の幌似のう左f'，iこ4影包i

t;-.，ス:~ ，~ること.:，{tj-えられ、 iキHi刀Z必要てJめろう y;

ν'. 

Jころで、銃所同内十左手U什 Fいつ論点がそもそも問題fなるのh 、連邦政均

ている。 品、部開 citedi江川fmncteお

より LI ， S 仁υ~';' ， ?.r:H'叶!v1，、不合7宇なJ探索向上心守11;又または抗日r対[、身体、
家屋、喜怒および所有L理的安企寺保持きれゐ JJう人民j')惨利は、時t.:d"(は

な人なし。 げ hぜri.v，h:Ü~ :1-1ぜ Pぞじ p~ ぞ lu 0守日七人1吋 1マド1ぞlT;.;守了SOllS， h(! 山内

[HpefS，三ndeffeじts，日広三lnstLlf1:ε2.S0na:-.d2 Sf'2，rじhes2，lH"i seIzuf:"只 shall 110t l問

、 οlale~l ..)) (t'1五νh江以おじdJt'o)

月t!I'¥lidlι ど1C. I)ur r， [)リ" Hど11どl'h-Olec[ a Ni/-!hf 10 Can i (;Ul1S ();itsidc thl' 

11ome:)， S9 SYRAO:~， E L. RE、22S (2ωa) 
8 編入I理論'，l:¥t'υτpりはl;()llJ;刊 γv;， について{主主干し当fこり、なす弘0:2アメ

1)カ育長法人円J U{~ t、版、イ1寺湖、 2008年 13:.、よ諸門毛主唱

乙 な主号、最初力、らぱ:j1竺引5XJ♂〉ッ.-' . -fn 斗P 之条Z主 1刀問題 cあったため、，i~~

ヘの設ロは日(時判決におい Cは存-{fしなかっ r:，

，C Cυmtan' t¥'RAじfAlf.， ~ll('. v. Ci~yυf Chi.. 567 ?:U 85品、illlしiT.200:)) ':#宗入

を再定¥'lz:loll-2Yvく山11'0.;，;， '-1 ト ~kl ;，市::~ncl し" 計八月リ (fII:) 'uulr f¥m-c!y岡

、:¥.I;，g，日3F，3d 439氏_， Cir. 2C(19) 編人を正記)

31 先iこ取れた:¥rr'げのよ j 合滞解によれば、む j ち告書1411年止の(ょう'そがj主

1);P~ 主計同人権批見解ルヨtrJ，是土 Lていたこ三になる

l; 57 J Iti'止、ふ()~台叩日)1324 
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